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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン：PHドメインは、ホスファチジン酸、ホスファチジルイノシトール3-リン酸、ホスファチジルイノシトール3,5-ビスリン酸（PIP2）、ホスファチジルイノシトール3,4,5-トリスリン酸（PIP3）などのリン脂質に結合します。PIP2またはPIP3を含む膜へのACAP1の結合を媒介する可能性があります。,酵素調節：ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸（PIP2）およびホスファチジン酸によって刺激されるGAP活性。,機能：リサイクリングエンドソームからトランスゴルジ体ネットワークおよび細胞表面へのタンパク質のクラスリン依存性輸送に必要な、ADPリボシル化因子6（ARF6）のGTPase活性化タンパク質（GAP）。,その他：ACAP1を過剰発現する細胞は、リサイクリングエンドソームにITGB1が蓄積し、刺激依存性細胞遊走が阻害される。 ACAP1またはAKT1とAKT2のレベルが低下した細胞は、刺激依存性細胞遊走を阻害します。ACAP1とPIP5K1Cを過剰発現する細胞は、エンドソーム膜に由来する管状構造の形成を示します。,PTM:PKBによるSer-554のリン酸化は、ITGB1との相互作用、リサイクリングエンドソームから細胞表面へのITGB1の輸出、およびITGB1依存性細胞遊走に必要です。,類似性:1つのArf-GAPドメインを含みます。,類似性:1つのBARドメインを含みます。,類似性:1つのPHドメインを含みます。,類似性:3つのANKリピートを含みます。,サブユニット:GTP結合ARF6と相互作用します。SLC2A4/GLUT4の3番目の細胞質ループと相互作用します。CLTCと相互作用します。GULP1と相互作用します。 GDP結合型ARF6およびGULP1と複合体を形成する。,組織特異性：肺および脾臓で最も高く、心臓、腎臓、肝臓、膵臓では低い。,ドメイン：PHドメインは、ホスファチジン酸、ホスファチジルイノシトール3-リン酸、ホスファチジルイノシトール3,5-ビスリン酸（PIP2）、およびホスファチジルイノシトール3,4,5-トリスリン酸（PIP3）などのリン脂質と結合する。 ACAP1とPIP2またはPIP3を含む膜との結合を媒介する可能性がある。,酵素調節：ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸（PIP2）およびホスファチジン酸によって刺激されるGAP活性。,機能：リサイクリングエンドソームからトランスゴルジ体ネットワークおよび細胞表面へのクラスリン依存性タンパク質輸送に必要な、ADPリボシル化因子6（ARF6）のGTPase活性化タンパク質（GAP）。,その他：ACAP1を過剰発現する細胞では、リサイクリングエンドソームにITGB1が蓄積し、刺激依存性細胞遊走が阻害される。ACAP1またはAKT1とAKT2のレベルが低下した細胞では、刺激依存性細胞遊走が阻害される。 ACAP1およびPIP5K1Cを過剰発現する細胞は、エンドソーム膜由来の管状構造の形成を示す。,PTM：PKBによるSer-554のリン酸化は、ITGB1との相互作用、リサイクリングエンドソームから細胞表面へのITGB1の輸送、およびITGB1依存性細胞遊走に必要である。,類似性：1つのArf-GAPドメインを含む。,類似性：1つのBARドメインを含む。,類似性：1つのPHドメインを含む。,類似性：3つのANKリピートを含む。,サブユニット：GTP結合型ARF6と相互作用する。SLC2A4/GLUT4の3番目の細胞質ループと相互作用する。CLTCと相互作用する。GULP1と相互作用する。GDP結合型ARF6およびGULP1と複合体を形成する。,組織特異性：肺および脾臓で最も高く、心臓、腎臓、肝臓、膵臓では低い。,
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	LPS処理または未処理のHela細胞を、一次抗体を1:1000希釈でウェスタンブロット分析した。二次抗体は1:10000希釈で行った。

